
【
１
】

①
岸
田
政
権
以
降
、
政
権
は
「
原
発

推
進
」
へ
と
右
旋
回
し
、
衆
院
選
で

大
勝
し
た
高
市
政
権
は
こ
れ
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。

②
「
原
発
推
進
」
の
野
党
が
台
頭
し
、

「
脱
原
発
」
を
主
張
し
て
い
た
政
党

の
一
部
が
こ
れ
を
変
節
さ
せ
た
。

③
司
法
も
反
動
化
し
、
政
府
、
電
力

会
社
、
規
制
委
に
忖
度
し
た
判
決
の

み
に
な
っ
た
。
政
府
、
電
力
会
社
、

規
制
委
の
主
張
を
「
社
会
通
念
」
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

④
政
府
、
電
力
会
社
は
、
老
朽
原
発

稼
働
に
よ
っ
て
原
発
依
存
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
過
酷
事
故
の
危
険

性
が
急
増
し
て
い
る
。

⑤
使
用
済
み
核
燃
料
を
貯
蔵
す
る
燃

料
プ
ー
ル
が
満
杯
に
近
い
。
満
杯
に

な
れ
ば
、
原
発
を
運
転
で
き
な
い
の

で
、
電
力
会
社
は
乾
式
貯
蔵
に
移
す

こ
と
に
躍
起
。
し
か
し
、
乾
式
に
移

し
た
使
用
済
み
核
燃
料
の
行
き
場
は

な
い
。
上
関
な
ど
で
画
策
し
て
い
る

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
使
用
済
み
核
燃
料
の
行
き
場
と
し

て
、
政
府
や
電
力
会
社
が
完
成
を
願

望
す
る
再
処
理
工
場
は
、
科
学
技
術

的
に
破
綻
し
、
動
か
な
い
。
東
電
・

日
本
原
電
の
出
資
で
建
設
し
た
青
森

県
む
つ
市
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
使
用

拡
大
（
利
用
電
力
会
社
数
拡
大
）
が

画
策
さ
れ
て
い
る
。
許
し
て
は
な
ら

な
い
。

⑦
浜
岡
原
発
で
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、

捏
造
は
、
電
力
会
社
提
出
の
デ
ー

タ
を
鵜
呑
み
に
し
た
「
規
制
委
」

の
審
査
の
理
不
尽
・
不
当
性
を
暴

露
し
た
。
全
て
の
原
発
、
核
施
設

の
審
査
の
や
り
直
し
、
裁
判
で
の

「
規
制
委
」
の
判
断
に
依
拠
し
た

不
当
判
決
裁
判
の
や
り
直
し
が
求

め
ら
れ
る
。

⑧
１
４
年
ぶ
り
に
再
稼
働
し
た
柏

崎
刈
羽
原
発
６
号
機
の
、
再
稼
働

直
後
の
ト
ラ
ブ
ル
停
止
は
、
原
発

は
「
現
在
科
学
技
術
」
で
安
全
運

転
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
２
】

①
大
半
の
報
告
で
、
運
動
の
縮
小
、

組
織
の
衰
退
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の

原
因
は
、
中
心
メ
ン
バ
ー
や
参
加
者

の
高
齢
化
、
一
部
の
団
体
の
離
脱
、

自
治
体
へ
の
請
願
を
仲
介
す
る
議
員

の
減
少
、
な
ど
。

②
全
国
的
な
連
帯
行
動
、
共
同
行
動

が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
。

③
政
治
、
経
済
、
司
法
の
反
動
化
に

起
因
す
る
消
耗
感
が
漂
っ
て
い
る
。

④
福
島
で
は
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
ト
」
構
想
な
ど
、
補
助
金
漬

け
で
復
興
を
装
っ
て
、
原
発
事
故
を

な
か
っ
た
も
の
と
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
を
許
さ
な
い
闘
い
の
再
構

築
が
求
め
ら
れ
る
。

⑤
新
し
い
運
動
、
発
展
の
可
能
性
の

あ
る
運
動
が
芽
生
え
て
い
る
。
志
賀

原
発
廃
炉
訴
訟
に
新
た
に
原
告
６
０

人
が
加
わ
っ
た
。
上
関
で
は
「
自
然

豊
か
な
町
」
が
町
民
の
合
言
葉
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
県
民
投
票
条
例
を
求

め
る
署
名
運
動
が
、
女
川
（
１
１
万

筆
）
、
川
内
（
４
万
６
千
筆
）
、
柏

崎
刈
羽
（
１
４
万
３
千
筆
）
で
展
開

さ
れ
た
。
参
加
者
が
質
問
や
意
見
が

言
え
る
場
所
作
り
と
し
て
、
新
潟
で

の
「
原
発
カ
フ
ェ
」
の
試
み
が
紹
介

さ
れ
、
若
狭
で
の
長
期
の
ア
メ
ー
バ

デ
モ
に
よ
る
地
元
の
反
応
の
変
化
が

報
告
さ
れ
た
。

【
３
】

①
運
動
形
態
の
多
様
化
が
必
要

従
来
か
ら
の
集
会
、
デ
モ
（
パ
レ
ー

ド
）
、
講
演
会
、
学
習
会
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
チ
ラ
シ
の
各
戸
配
布
、

２
・
１
５
相
談
会
「
原
発
依
存
加
速
を
ゆ
る
す
な
！
～
運
動
拡
大
に
む
け
て
～
」

（
「
２
・
１
５
相
談
会
」
と
略
）

「
２
・
１
５
相
談
会
」
ま
と
め

「
２
・
１
５
相
談
会
」
に
は
、
泊
か
ら
川
内
ま
で
の
原
発
立
地
、
青
森
の
核
燃
料
施
設
、
使
用
済
み
核
燃
料

中
間
貯
蔵
が
画
策
さ
れ
る
上
関
な
ど
か
ら
、
対
面
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
９
４
名
の
ご
参
加
、
１
通
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
５
通
の
紙
面
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

「
２
・
１
５
相
談
会
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
原
発
を
め
ぐ
る
情
勢
、
脱
原
発
・
反
原
発
運
動
の
現
状
に

関
す
る
有
意
義
な
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
運
動
の
発
展
に
つ
い
て
の
貴
重
な
提
言
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
な
お
、
「
２
・
１
５
相
談
会
」
の
動
画
は
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
「
相
談
会
」
の
性
格
上
、
公
開
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
実
行
委
員
会
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）



街
頭
配
布
、
車
街
宣
、
な
ど
だ
け

で
な
く
、
住
民
投
票
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
よ
う
な
全
地
域
を
対
象

と
し
た
活
動
、
ア
メ
ー
バ
デ
モ
、

ヒ
ト
リ
デ
モ
、
「
原
発
カ
フ
ェ
」

の
よ
う
な
新
し
い
形
態
の
活
動
も

あ
る
。

②
原
発
立
地
で
も
脱
原
発
を
望
む

声
は
大
き
い
（
増
加
し
て
い
る
）

老
朽
原
発
や
自
然
災
害
へ
の
不

安
、
電
力
会
社
へ
の
不
信
感
、
地

域
の
疲
弊
、
過
疎
化
な
ど
に
起
因

す
る
。
「
脱
原
発
」
後
を
見
据
え

た
町
作
り
を
運
動
に
し
、
「
脱
原

発
」
を
民
意
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

ま
た
、
原
発
立
地
の
「
脱
原
発
」

の
願
い
を
原
発
電
気
の
消
費
地

（
都
市
部
）
で
共
有
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

③
運
動
の
裾
野
を
広
げ
る
努
力
を
。

・
異
質
な
意
見
も
受
け
入
れ
る

（
不
一
致
を
留
保
し
て
一
致
点
を

拡
大
す
る
）
緩
や
か
な
連
帯
が
必

要
。

・
黙
っ
て
い
る
周
囲
を
「
無
関
心

層
」
と
決
め
つ
け
ず
に
、
大
切
に

す
る
仕
方
を
編
み
出
す
。

・
「
原
発
を
徐
々
に
廃
止
」
の
声

を
持
っ
て
い
る
人
に
も
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
。

・
原
発
や
中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す

る
ス
タ
ン
ス
を
問
わ
ず
「
１
０
０

年
後
の
未
来
に
上
関
の
豊
か
な
自

然
と
漁
師
文
化
を
遺
す
」
活
動
に

学
ぶ
。

・
若
者
の
脱
炭
素
「
気
候
正
義
」

運
動
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
立
脚

す
る
農
民
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

基
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

団
体
、
個
人
、
「
戦
争
の
で
き
る

国
づ
く
り
」
に
抗
う
住
民
、
市
民

の
運
動
と
の
連
携
を
進
め
る
。

・
子
ど
も
や
高
校
生
に
訴
え
る
努

力
を
。

④
市
民
運
動
の
限
界
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
、
労
働
運
動
と
の
連
携

を
。と

く
に
原
発
、
核
燃
施
設
労
働

者
の
「
脱
原
発
」
の
闘
い
へ
の
決

起
は
、
難
題
で
は
あ
る
が
、
重
要

な
課
題
。

⑤
再
処
理
工
場
の
稼
働
阻
止
、
む

つ
市
の
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯

蔵
施
設
の
共
用
阻
止
の
行
動
と
原

発
全
廃
運
動
の
強
固
な
連
帯
を
。

原
子
力
マ
フ
ィ
ア
は
、
最
初
千

工
場
の
稼
働
、
む
つ
市
の
使
用
済

み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
共
用

を
強
行
し
て
、
使
用
済
み
核
燃
料

の
問
題
を
一
気
に
解
決
し
、
全
面

的
な
原
発
再
稼
働
に
突
き
進
も
う

と
し
て
い
る
。

⑥
浜
岡
原
発
で
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、

捏
造
の
不
祥
事
を
脱
原
発
・
反
原

発
運
動
再
構
築
の
突
破
口
に
。

「
デ
ー
タ
ね
つ
造
」
「
ト
ラ
ブ
ル

の
隠
蔽
」
「
約
束
反
故
」
「
国
民

だ
ま
し
」
を
し
な
け
れ
ば
動
か
せ

な
い
原
発
や
再
処
理
工
場
は
「
人

類
が
制
御
で
き
る
設
備
」
で
な
い

こ
と
を
訴
え
る
こ
と
が
重
要
。

⑦
「
規
制
委
」
審
査
の
理
不
尽
・

不
当
性
の
糾
弾
を
。

事
業
者
提
出
の
デ
ー
タ
を
鵜
呑

み
に
し
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
捏
造

を
見
抜
け
な
い
あ
る
い
は
容
認
す

る
「
規
制
委
」
を
糾
弾
し
、
全
て

の
原
発
、
核
施
設
の
審
査
の
や
り

直
し
を
求
め
よ
う
。
裁
判
で
の

「
規
制
委
の
判
断
」
に
依
拠
し
た

不
当
判
決
を
改
め
さ
せ
よ
う
。

⑧
原
発
の
な
い
社
会
を
展
望
す
る

運
動
の
構
築
（
運
動
課
題
の
拡
張
）

を
。３

・
１
１
直
後
は
反
原
発
・
脱

原
発
の
主
張
で
多
数
を
結
集
し
得

た
。
今
後
は
、
政
府
や
電
力
会
社

は
、
た
か
が
１
０
％
程
度
の
電
力

を
得
る
た
め
に
、
過
酷
事
故
に
至

り
か
ね
ず
、
行
き
場
の
な
い
使
用

済
み
核
燃
料
、
放
射
性
廃
棄
物
を

残
す
原
発
を
、
膨
大
な
資
金
を
費

や
し
て
、
稼
働
さ
せ
て
い
る
こ
と

の
愚
か
さ
を
訴
え
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
み
で
な
り
た
つ
社
会
を
展

望
す
る
こ
と
も
重
要
。
こ
の
こ
と

を
若
い
世
代
（
と
く
に
１
０
代
）

に
も
語
り
か
け
よ
う
。

⑨
原
発
新
増
設
反
対
の
闘
い
の
強

化
を
。

過
酷
事
故
を
起
こ
し
か
ね
ず
、

使
用
済
み
核
燃
料
を
残
し
、
燃
料

で
あ
る
ウ
ラ
ン
の
全
て
を
輸
入
に

頼
る
原
発
こ
そ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
を
妨
げ
て
い
る
。
時
代
に
逆
行

す
る
原
発
新
増
設
を
阻
止
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
成
り
立
つ

社
会
を
創
造
し
よ
う
。

⑩
日
本
で
の
反
原
発
の
闘
い
の
高

揚
こ
そ
が
国
際
連
帯

原
発
過
酷

事
故
を
起
こ
し
た
当
事
国
の
我
々

が
、
原
発
を
と
め
る
運
動
を
高
揚

さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
ア
ジ
ア
・

世
界
の
反
原
発
を
闘
う
人
々
へ
の

最
大
の
連
帯
で
あ
る
と
い
う
指
摘

を
重
く
受
け
止
め
よ
う
。

【
４
】

「
２
・
１
５
相
談
会
」
で
は
、
反

原
発
運
動
の
拡
大
の
た
め
に
、
今

す
ぐ
実
現
で
き
る
こ
と
と
し
て

「
全
国
的
な
原
発
に
関
す
る
情
報

の
交
換
と
運
動

に
関
す
る
情
報

の
共
有
を
可
能

に
す
る
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
」

を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ

の
作
成
と
管
理

を
、
「
老
朽
原

発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
」

の
中
に
チ
ー
ム
を
作
っ
て
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
作
成
予
定
の
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
発
信
は
情
報

交
換
と
連
絡
に
限
る
（
複
雑
な
議

論
は
し
な
い
）
こ
と
、
リ
ス
ト
へ

の
新
た
な
参
加
は
す
で
に
参
加
さ

れ
て
い
る
方
の
推
薦
に
よ
る
こ
と

と
し
た
。

以
上

「
２
・
１
５
相
談
会
」
に
ご
参
加
、

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会

「
２
・
１
５
相
談
会
」
の
成
果
の

上
に
、
６
・
７
「
原
発
の
な
い
明

日(

あ
し
た)

を
！
全
国
集
会

ｉ
ｎ

お
お
さ
か

～
原
発
依
存
を
加
速
す

る
政
権
ゆ
る
す
な
～
」
の
成
功
を
！

（
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
」
）


